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妊娠による炎症関連遺伝子 TNF の Gene body 領域 DNA メチル化状態の変化 

DNA methylation state of TNF gene body region during pregnancy 
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【背景・目的】 
妊娠の経過に伴い母体免疫や代謝が変化するが、それは炎症関連遺伝子の転写・クロマチン

状態に影響を与える可能性がある。本研究では、妊娠転帰と関係する炎症関連遺伝子 TNF
に着目し、妊娠中期および後期の母体血における DNA メチル化状態を調べ、体格や食事因

子等の母体背景要因との関連について検討した。 
【対象・方法】 
大学病院にて分娩予定の 20 歳以上の妊婦(52 名)を妊婦健診時にリクルートした。妊娠中期

(13-29 週)および後期(34-37 週)の母体血 DNA を用いて、TNF の Gene body における DNA
のメチル化状態をEpiTYPER(質量分析に基づく定量的DNAメチル化解析)法により測定し

た。 
【結果】 
母体血における TNF の DNA メチル化状態は、非妊娠女性(72 ± 2%)と比較して、妊娠女

性(77 ± 4%)において有意に高かった(p < 0.025)。また、妊娠中期から後期にかけてメチル

化状態は一律に変化するのではなく、個人間で異なり、上昇、ほとんど変化しない、あるい

は低下するというパターンに分類された。そのパターンには、非妊娠時の BMI および妊娠

時体重増加の程度が関連する傾向がみられた。 
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【結論】 
本研究は TNF の Gene body 領域の DNA メチル化状態が妊娠によって変化することを示し

たが、さらに DNA メチル化状態に影響を与える血球細胞組成、妊娠週数、血中脂質濃度等

の共変数の影響を検討する必要がある。また、Gene body 領域の DNA メチル化状態変化の

転写制御における意義を理解するために、細胞培養系を用いて TNF 転写と DNA メチル化

の関係について解析する予定である。 


